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温暖化対策の取り組みを進める背景福知山市持続可能なエネルギー・環境共創
プラットフォームについて
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福知山市環境審議会
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ご審議をいただきたいこと

①より加速度的に地域脱炭素を進めるために必要と考えられる
プラットフォームの機能について

②脱炭素の取組をさらに浸透・腹落ちさせるアプローチについて
＞今以上に、より多くの市民・市内事業者が脱炭素の取組を進めるための
政策的なアプローチについてご意見をいただきたい。

③プラットフォームを自立的かつ持続的に運営する方法について
＞現在は会費なし、参加・退会は自由、11の分科会に分けて運営
＞運営委員会による方針決定と市役所担当課による事務執行

2024年に福知山市エネルギー・環境基本計画を策定後、地域新電力をはじめ地域の事業者
と連携して脱炭素のモデルづくりを進めてきた。多くの市民や事業者の「自分ごと」感を高め
計画をかたちにしていくため、以下の点について審議いただきたい。
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脱炭素プラットフォームとは（規約）
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脱炭素プラットフォームとは（名簿）

202４年１２月に第3期環境基本計画を推進する枠組みである福知山市持続可能なエネル
ギー・環境共創プラットフォームを立上げ、現在では５３のメンバーが参画している。
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プラットフォームの組織図

福知山市持続可能なエネルギー・環境共創プラットフォーム

部会
⇒

分科
会

全体会議

【部会ですること】
・プラットフォームの運営
・各分科会での取組実績集約及び進捗管理
・複数の分科会での連携事業
（脱炭素先行地域づくり制度を活用したモデルづ
くりなど）
・全体の広報

【分科会ですること】
・具体的な事業化検討
・事業スケジュールの決定
・事業費の見積や調達方法の検討
・国、府の補助取得申請
（脱炭素先行地域など複数の分科会をまたぐ申請
の場合は部会でとりまとめを行い、申請手続きを
行う）
・事業性の評価

脱炭素先行地域づくり・重点対策加速促進事業などは分科会の枠を超えて、各分科会が連携して提案内容を作る予定です

■脱炭素コーディネーター：脱炭素事業の事業化に向けた伴走支援
■地域新電力：地域裨益型再エネ事業化に向けた連携やご支援
■金融機関：事業性評価、資金調達に関するご支援

運営委員会
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境
保
全
部
会

脱
炭
素
推
進
部
会

広
報
部
会

サポ
ート

別施策との連携
（例えば）
■農業振興施策
■地域スポーツ施策
■交流拠点構築施策
■子育て・教育施策
■文化施設構築施策
（※あくまで例えばです）

⇒行政・有識者・商工関係機関などで構成
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設立総会

2024年（令和６年）１２月に設立総会を開催いたしました。
設立当初50の企業、団体、個人会員等に参画いただきました。
現在（令和７年４月末時点）の参加者数は53者となっております。
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気運醸成
•新たな計画の策定

•啓発イベントや課題感の共有

•行政による先行的な取組実施など

集積
•プラットフォームの組成

•連続研修プログラム

•事業創出プログラム

モデルづくり
→産官学金連携でモデル事業を構
築する

•「脱炭素先行地域づくり制度」など
国庫補助を活用したモデルづくり

•重点対策加速化事業の実施

•再エネ等の促進区域設定

全域展開
• ノウハウや効果等を広く発信

•モデルづくりに関わった事業
者による伴走支援

•補助制度などを検討

7

計画を進めるロードマップ

2023年～

2024年～

2025年～2029年

～2030年

先行地域
モデル

福知山全域
へ展開

全国へ

福知山モデルを
展開

～2029年

～2030年

～2050年
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エネルギー・環境基本計画がめざすもの

豊かな環境
の保全

脱炭素社会
への挑戦

産業創出によ
る経済循環

持続可能な福知山市の実現
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分科会ごとのプロジェクト数と進捗状況
分科会 プロジェクト数 着手済数

A 環境人材の育成 10 4

B 環境保全に関する活動と制度の検討 6 3

C
需要家主導のエネルギー生産の展開

（太陽光、バイオマス、水力、風力）
8 2

D
地域木材を活用した脱炭素型まちづくり

（燃料利用、建材利用、学習教材利用）
9 1

E
交流施設の脱炭素化を中心とした文化・スポーツ・観光の振興

（夜久野地域、三段池公園周辺）
6 3

F
地域課題解決につながる統合型脱炭素移動モデルの構築

（夜久野地域、三段池公園周辺、中心市街地）
11 1

G 脱炭素農業の展開 13 5

H 需要家主導のカーボンクレジット活用事業 8 5

I 【全事業と連携】ＤＸを通じたＧＸ社会の形成（ＡＩの活用） 2 0

J 【全事業と連携】資金調達及びPRプロジェクト 5 0

K 【全事業共通】脱炭素進捗状況モニタリングプロジェクト 5 0

合計 83 24

2025.4.15時点



福知山市 産業部 エネルギー・環境戦略課

10

分科会ごとのプロジェクト数と進捗状況

C 需要家主導のエネルギー生産の展開

【進捗】

民間事業者が主導し、３案件が動いている。１案件は、農地を活用
したソーラーシェアリング型、他２案件はメガクラスの太陽光発電事
業である。いずれも、地域需要家に届けるスキームで事業が進んで
いる。

E 交流施設の脱炭素化を中心とした文化・スポーツ・観光の 振興

【今後の展開】

今回のモデルを通して、発電所建設に伴う事業費やノウハウ、
諸手続きについて整理を行い、様々な事業者に共有をして地
域再エネを増やす。

同時に、主要な需要家の掘り起しを進め、エネルギーの地産
地消の前提となる、域内の需給バランスを整える。

【進捗】

スポーツ施設や交流プラザなど、市民になじみのある交流拠点に
対し、ペロブスカイト太陽電池など先進的な再エネ設備の導入を検
討している。

野外スポーツ施設などへ導入を検討中

企業交流プラザ『ペロブスカイト太陽電池』の導入を検討

【今後の展開】

公共施設で先行モデルを構築し、その後、具体的事例として、市域全域
に広めていく。
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分科会ごとのプロジェクト数と進捗状況

G 脱炭素農業の展開

H 需要家主導のカーボンクレジット活用事業

【進捗】
CO2を貯留することが可能な「バイオ炭」を導入し、農業を通した脱
炭素の推進を目ざした動きが始まった。
今年3月に関係者で協議会を立上げ、農林水産省の補助金も獲得
した。今年度に実証事業を実施する。

府・市
金融
機関

商工
機関

民間
事業者

事務局
事業者、行政、金融機関などの協議
会メンバーで分担する

バイオ炭など関連する事業を進め
モデルづくりをする。

事業化伴走支援

施策との連携
資金調達相談
事業性評価支援

事業主体として事業を推進

脱炭素農業推進協議会新設

• 脱炭素農業推進協議会設立（2025年3月）

• 農林水産省『グリーンな栽培体系加速化事業』交付金獲
得済み（内示：2025年4月）

⇒交付金額 ： ３，２６１，６５０円

D 地域木材を活用した脱炭素型まちづくり

H 需要家主導のカーボンクレジット活用事業

【進捗】
適切な森林管理を進めることで森林が吸収するCO2をクレジット化

できることから、公民連携でクレジット創出に向けて調査を進めてき
た。今年度から認証手続きを進める。

【今後の展開】

ここで生み出されたカーボンクレジットについては、市内の
需要家に届けることを前提に認証手続きを進める。


